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１．装置の説明 飛騨天文台 

SMART望遠鏡 

ドームレス太陽望遠鏡(DST) 



Solar Magnetic Activity Research Telescope 

・T3 口径25ｃｍ 
 H-alpha 太陽部分像 (2003-2010) 

→ H-alpha  &  連続光  
   高速撮像 (2011-) 

T1 

    T3 

taken on 2012-Feb-19 

太陽の活動状態を 

全体に渡ってモニターし、かつ 

黒点付近の磁場構造などを 

詳細に調べることを 

目的とした望遠鏡 
 

・T1 口径20ｃｍ 
 H-alpha 太陽全面像  
（2005年7月からデータ公開中） 



旧光学系 

新光学系に 

置き換え 

リオフィルター 

カメラ 

リオフィルター＆カメラ撤去 

高速撮像カメラ二台設置 

H-alphaと連続光の同時撮像 



新光学系 in SMART T3 
ビームスプリッター 

(直進 90%) 

H-alpha カメラ 

連続光カメラ 

2011-Aug. 

フィルター(Andover) 
中心: 6473A 

幅10A 

カメラ：Prosillica GigE1650  
(1600x1200 pixel、1pixel=0.2arcsec)  

フィルター(Andover) 
中心: 6562.8A 

幅 3A 



装置の特徴と目的 
フレアカーネルの時間発展を 
地上から世界最速の時間分解能で、 
装置の口径の空間分解能でとらえる 
 

研究課題 
フレアにおける高エネルギー粒子加速機構 
 
高速撮像 
シーイング変動に対して短い時間(100-200msec)で撮影 
frame rate: 10-25 frames/sec (max. 32 frames/sec) 
 

H-alphaと連続光を同時に撮る 
白色光フレアの検出 
H-alphaフレアカーネルの時間発展 



Solar Magnetic Activity Research Telescope 

・T3 口径25ｃｍ 
 H-alpha 太陽部分像  
 (2003-2010) 
→ H-alpha  &  連続光  
   高速撮像 (2011-) 
 
 視野：活動領域サイズ 
 2波長同時観測 
 

 2011年8月18日 first light 
  2011年11月下旬から 
 当番による観測を開始 

T1 

    T3 

taken on 2012-Feb-19 



http://www.hida.kyoto-u.ac.jp/SMART  

２．データアーカイブ 



カレンダー形式 



クイックルックムービー、サンプルイメージ、 
全面像に視野を表示、観測ログ、 
イベントムービー（作成途中） 



データ処理 
 

毎日のデータ量  2-8TB/day (frame rateと天候による) 

観測用PCのHDD: 16TB 

全データの恒久的な保存は不可能 
Cf. 全面像(T1)公開データ 7TB/year  

→  
必要なデータだけ残す 
events:  
フレアなどイベントがあった時の(時間的に)密なデータ 

selected:  
時間分解能を（10秒に）落とした一日のデータ 
画質の良いものを残すために、5秒間隔で 
フレームセレクションをかける 



データ処理 
 

観測終了後 

イベント確認用に、H-alphaクイックルックを作成 
フレア(など）の時刻[start, peak, end]をチェック 
 

連続光の画像（粒状班部分）を用いて 
フレームセレクションをかける 
(翌朝までに何とか処理が可能) 
 

入力した時刻により 
events/selected のカテゴリーでデータを選別 
データ公開用PCに転送 



全データ保存 (start-peak) events 



１秒に１枚 １秒に１枚 

events start前5分 peak-end 



５秒に１枚 

(eventsとは独立に保存） 

selected 



3. フレア観測データ紹介 
 
events の数(これまで約20例) 
シーイングの良い時のフレアは小さいサイズ 
大き目フレアの時はシーイングが悪い、、、 

 
(1) 2011年9月7日（日本時間）朝のX 2.1 フレア 
(2) 2011年9月8日（日本時間）朝のX 1.8 フレア 
(3) 2012年3月7日の (X1.1+)X5.4&X1.3 フレア 
 
First light 以降の X-class flare : 9回 
日本時間の昼:  5回 
飛騨が雨:  1回 (2012年3月5日） 



2011年 
9月7日 
(日本時間)  
X2.1 フレア 

上：天球の北 

太陽の北 

太陽の東 



白色光フレア   start 22:18:17 
                      peak 22:18:29 

2011年9月7日(日本時間) X2.1 フレア  
(T3 movie                連続光        H-alpha) 



大きさ:  2-3秒角 継続時間： 1分より短い(20-30秒？） 

2011年9月7日(日本時間) X2.1 フレア  
(T3                    連続光        H-alpha) 



白色光フレアの場所は 
負極性のH-alphaのメインのリボン 
(のkernel)に対応 
（硬Ｘ線ソースは正極性側:川手M07b） 

H-alphaのinitial brighteningの場所と 
少しずれる 

H-alpha H-alpha 

コントア：磁場 

黄：＋２０Ｇ（磁気中性線） 
赤：＋７００Ｇ 

青：－７００Ｇ 



白色光フレア 2011年9月8日(日本時間) X1.8 

2011.09.07  22:36:17.394 [UT] 



光っていない時  

2011.09.07  22:35:00.065 [UT] 



2012年 
3月7日 
  
X5.4& X1.3 

上：天球の北 

太陽の北 

太陽の東 



2012年3月7日  X5.4 フレア  
(T3 H-alpha           HMI 磁場黄色：＋２０Ｇコントア) 



2012年3月7日  X1.3 フレア  
(T3 H-alpha           HMI 磁場黄色：＋２０Ｇコントア) 



まとめ 
飛騨SMART 高速フレア撮像装置 
観測＆データ公開開始 
今後への期待 
シーイングの良い時の 
大き目フレア 


